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１・２学年 Ａ年度                        学級活動（３）－ア 

～題材：こんな自分になりたいな～ 
【ねらい】 

  校長先生や担任の思いや願いを聞くことで，学級や学校生活に希望や目標をもち，自分なり

のめあてをもって学校生活をおくることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真①：板書】 
【学習過程（略案）】                    ５月１０日（木）５時間目 

過程 主な学習活動 指導上の留意点 

つ
か
む 

１ これまでに自分たちががんばってきたことに

ついて話し合う。 

 ・運動会をがんばったよ。 

 ・新１年生体験入学の準備をがんばったよ。 

○ １年生については，保育園や家庭保

育など実態が様々であるため，家庭や

入学してからがんばったことでも認め

る。 

さ
ぐ
る 

２ 今年の学校行事や学校生活でがんばれそうな

ことについて話し合う。 

 ・縄跳びをがんばりたい。 

 ・新１年生体験入学でお手本になれるようにが 

んばりたい。 

 

 

 

○ １年生については，学校生活のイメ

ージがもてていないため，一年間の主

な行事を提示し，２年生に去年の行事

について尋ねることで，自分たちもが

んばりたいと思えるように発問する。 

○ キャリアモデルプランの中から，子

どもたちに身につけてほしい資質（能

力）を選び，校長先生と担任の思いと

して提示する。 

見
つ
け
る 

３ 担任や校長先生の思いを聞く。 

⑴ 校長先生の思いを聞く。 

⑵ 担任の思いを聞く。  

⑶ スーパー１・２年生になるために，一学期が 

んばることを，２～３個選びワークシートに○

をつける。 

⑷ 黒板に○をつけ，自分ががんばることを発表

する。 

○ 長期を見越しためあてを考えたり，

文字を書いたりすることが困難である

ため，選択性のワークシートを準備す

る。 

○ 自分のめあてを選び発表したことを

称賛し，価値付けるようにする。 

事
後
（
決
め
る
） 

４ なりたい自分に近づくための，一学期のめあて

を意思決定する。 

⑴ 短冊に一年間の共通目標（合言葉）「スーパ 

ー○年生」を書く。 

⑵ 「スーパー○年生」になるために自分で選ん 

だがんばることを用紙に書く。 

⑶ 人型の厚紙に自分の顔を描く。  

○ 限定的な目標ではなく「スーパー１・

２年生」という共通目標（合言葉）を決

めることで，それに近づくために一学

期ごとにめあてを選び設定できるよう

にする。 

○ 自分だけでなく他者にも意思を発信

できるように廊下に掲示する。 

 

 

めあて スーパー１・２年生になろう！ 
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☆ なりたい自分を，より明確にするための工夫 

〇 事前の工夫 

低学年は具体的なめあてを考えることが難しい。そこで，キャリアモデルプラン（千葉市） 

を参考に，子ども（学級）の実態にあっためあてを準備し，選択型の意思決定として授業を

構成した。 

〇 本時の工夫 

 ・児童（学級）の実態に応じて準備しためあてを「～な子になってほしい。」という形で分

かりやすい言葉とイラストにまとめ提示（写真②） 

・ゲストティーチャーとして校長先生から理想の１・２年生についての話を聞く 

・一年後のなりたい自分をイメージすることが難しい低学年の実態から，長期のめあてでは

なく，一学期間の短期のめあてを設定 

・学級の実態に合わせ，予め教師が準備しておいためあての中から，自分ががんばりたいこ

とを子どもの実態に応じて２～３個を選択（写真③） 

〇 事後の工夫 

 ・１年間を見通した掲示（写真④） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真④：一年間（一学期間）の成長を見通した掲示物】 【写真③：選択型のワークシート】 

【写真②：先生たちの思い】 

指導のワンポイント 

 

〇 ゲストティーチャー（校長先生）からの話を聞くことで，学校生活での自分たちの課題を

知ることができ，なりたい自分をより明確にイメージすることができていた。 

〇 事前に学級の実態を踏まえて準備しためあての中から選択・意思決定させることで，子ど

もに合っためあてが設定され，時間の短縮にもつながった。 

成果 

 

○ 子どもに動きがなく意欲の持続が難しかった。クイズ形式の振り返りや，映像での提示，

役割演技等の学習の手立てがあるとさらに意欲が高まると感じた。 

 

○ 本時は，準備していたワークシートを活用することを忘れていたため，『決める』の活動

で考えたことを直接黒板に記入した。すると最初に選んだ子どもに同調してがんばること

を選択する傾向が見られた。事後指導の際にもう一度ワークシートを活用して選択させる

と本時とは違ったバラつきが見られたため，学級の実態に合わせて意思決定の方法を選ぶ

必要があると感じた。 

アドバイス 


